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《《《《～～～～法悦法悦法悦法悦のののの日々日々日々日々をををを重重重重ねてねてねてねて参参参参りたいりたいりたいりたい～～～～》》》》    

    

新年、あけましておめでとうございます。  昨年中はたいへんお世話になりました。何とぞ本年も宜しくお願いのほど申し上げます。  お蔭様で平成２６年を迎 
ぎょう）の楽しみとし、人々に『法』を施し続ける生涯を貫かれました。開祖も、釈尊の願われたように、人々の幸せを願って真理・法を説き続けてこられました。そのことによって多くの人が仏道を歩み、生きがいに目ざめ、救われてきたのです。釈尊のご一生を思うとき、真理・法を認識し、それを人に伝えて、『皆とともに仏道を歩む』ところに、この世に生まれた人間の真の生まれがいがあることに気づきます。釈尊のご一生は布教伝道にあったことをしっかりかみしめ、お互いさま、仏道に精進いたしましょう」 と結ばれています。この真理・法をお伝えすることが仏教徒として何より肝心であり、その積み重ねができる中に、法悦があるのだと信じます。その生き方を貫いてまいりたいと存ずる次第です。 最後にご案内申し上げます。今年から、『今月の言葉』を、私のみならず、京都教会各部長さん方にも担っていただくことになりました。いろいろな方々から、様々な視点での気づき、体験など述べていただきながら、新鮮な風を入れていただき、読者の皆様に飽きることなく、喜んでいただこうと願って、それぞれに原稿執筆を依頼した次第です。毎号たのしみにしていただきたいと存じます。 合掌 

お知らせ（２月の教会行事）お知らせ（２月の教会行事）お知らせ（２月の教会行事）お知らせ（２月の教会行事） 

えました。弊会の根本道場であります大聖堂が建立されて５０年の節目を迎えました。会長先生は平成２６年次の方針の中で「今年は大聖堂建立五十一年目の門出の年といたします」と提示されました。一歩前に踏み出す心を教えてくださっています。立正佼成会の御本尊が立像であることからも、じっとしているのでなく、人さまの救われのために菩薩道を歩んでいきましょうと促してくださっています。更に悦びをお伝えして参りましょう、とりわけご法の悦び、機関誌『佼成』一月号の会長法話にも掲載されているように、法悦を大切にしつつ、ご法を一人でも多くの方々にお伝えする、いわば布教伝道、真の慈悲行に徹して参りましょうとの力強い伝道宣言をしていただいたものと有難く受け止めております。 そのことは、今年だからということではなく、常にお示しいただいていることであります。教団創立６０周年に上梓された会長先生のご著書『心田を耕す』の終わりの方の３０７頁、「布教を生きがいとして」のところで釈尊のお言葉が紹介されています。 それは、「法の施しは 一切の施しに勝る。 法の味は 一切の味に勝る。 法の楽しみは 一切の楽しみに勝る」 というものです。その後に続けて 「釈尊は『法』をその日の食事とし、『法』を遊行（ゆ 
２月 １日（土）朔日参り・布薩の日   9：00～    ３日（月）節分会         9：00～         夜間節分会      19：00～    ４日（火）開祖さまご命日     9：00～   １０日（月）脇祖さまご命日     9：00～   １５日（土）涅槃会         9：00～ ※毎年ボランティア参加している「車いす駅伝」は、 ３月９日（日）に開催されます。  京都府の午（うま）

年生まれの推計人口
は、府民の７・７％

の２０万２３００人
で、十二支の中では

酉（とり）年に次い
で２番目に少ないの

だそうです▼馬と人
間のつきあいは６千

年前から始まったと
言われます。馬は自

分を可愛がってくれ
る人と強い信頼関係

を築くようです▼ 
「俊足を失った馬」

という仏教童話を見
たことがあります。

俊足だった馬をうつ
むいて下ばかり見て

歩く性格の人が世話
することになりまし

た▼しばらくすると
その馬がのろまにな

ってしまいました。
そこで手綱をとる人

を替えたところ、元
の駿馬に戻ったとい

う話です▼よりよき
人と出会うことで、

自分の素晴らしい本
性を発揮できると教

えています。「馬が合
う」人との出会いを

広げたいものです。 
時事刻々 平成２平成２平成２平成２６６６６年、私たちは「年、私たちは「年、私たちは「年、私たちは「おかげさまと手を合わせおかげさまと手を合わせおかげさまと手を合わせおかげさまと手を合わせ    いつも笑顔でありがとういつも笑顔でありがとういつも笑顔でありがとういつも笑顔でありがとう」を実践して参ります」を実践して参ります」を実践して参ります」を実践して参ります。。。。    

平安月報 The HEIAN monthly report 



２ ＲＲＲＲ    ＫＫＫＫ    ＫＫＫＫ    京京京京    都都都都    広広広広    報報報報    ２０１４年１月１日 
昨年昨年昨年昨年１１１１年間年間年間年間    こんなことこんなことこんなことこんなこと、、、、あんなことあんなことあんなことあんなことがありましたがありましたがありましたがありました     昨年「平安月報」や「ブログ（ニコニコサンガ）」で取り上げた京都教会のできごとをピックアップ。 ★★★★１１１１月月月月のののの行事行事行事行事・・・・活動活動活動活動★★★★ ★★★★３３３３月月月月のののの行事行事行事行事・・・・活動活動活動活動★★★★ 1111 日、日、日、日、新年の幕開け新年の幕開け新年の幕開け新年の幕開け    元旦参り元旦参り元旦参り元旦参り    5555 日、日、日、日、厳粛・盛厳粛・盛厳粛・盛厳粛・盛大に「創立大に「創立大に「創立大に「創立 77775555 周年式典」周年式典」周年式典」周年式典」     創立 75 周年式典が大聖堂および各教会で行われた。    7777 日、日、日、日、御親教式典御親教式典御親教式典御親教式典      『感性・知性・品性』を養うことの大切さ    

    
9999 日、日、日、日、福幸の福幸の福幸の福幸の祈り祈り祈り祈り     立正佼成会京都教会において新宗連京都府協議会青年部主催の東日本大震災復興の祈り式典が行なわれた。        

14141414 日、日、日、日、京都市成人式京都市成人式京都市成人式京都市成人式            ボランティアボランティアボランティアボランティア     みやこメッセで開催された成人式に、本会青年部・法輪クラブからボランティアとして参加。    13131313 日、日、日、日、WCRPWCRPWCRPWCRP 平和大学講座平和大学講座平和大学講座平和大学講座     八坂神社常盤新殿において世界宗教者平和会議（ＷＣＲＰ）日本委員会の平和大学講座が開催された。        
27272727 日、日、日、日、教会成人式教会成人式教会成人式教会成人式     京都教会において、第47 回成人式が行われた。 22222222 日～日～日～日～31313131 日、日、日、日、    様々な祈願を込めつつ様々な祈願を込めつつ様々な祈願を込めつつ様々な祈願を込めつつ    寒中読誦修行寒中読誦修行寒中読誦修行寒中読誦修行  ★★★★2222 月月月月のののの行事行事行事行事・・・・活動活動活動活動★★★★     

24242424 日、日、日、日、深草墓園深草墓園深草墓園深草墓園    春季慰霊式典に参加春季慰霊式典に参加春季慰霊式典に参加春季慰霊式典に参加     この式典には各宗派を招待しており、今回は大本の奉仕によって執り行われた。  
3333 日、日、日、日、節分会節分会節分会節分会     佐藤教会長は「貪（とん）瞋（じん）痴（ち）の三毒をコントロールすることが大切」と述べた。    28282828 日、日、日、日、新宗連結成新宗連結成新宗連結成新宗連結成 60606060 周年周年周年周年     大阪普門館において「60年の絆－新たなる誓いを」をテーマに講演が開催された。  ★★★★4444 月月月月のののの行事行事行事行事・・・・活動活動活動活動★★★★ 10101010 日、日、日、日、宿直学習会宿直学習会宿直学習会宿直学習会     「宿直当番の意義と心構えについて」の研修を頂いた後、懇親会を行った。     15151515 日、日、日、日、涅槃会涅槃会涅槃会涅槃会  式典では、映像を通して庭野開祖の法話を学んだ。「涅槃には『死ぬ』という意味と『悟りに至る』という意味がある。めでたい、有り難い日でもあります」と述べた。    

7777 日、日、日、日、降誕会・花まつり降誕会・花まつり降誕会・花まつり降誕会・花まつり     佐藤教会長は「小さなものに対してありがたいと感じられる私たちになりましょう」と言葉を述べた。  
 

11116666 日～日～日～日～11117777 日、日、日、日、車いす駅伝車いす駅伝車いす駅伝車いす駅伝ボランティアボランティアボランティアボランティア     全国車いす駅伝競走大会に、青年部がボランティアとして、選手の受入れや車いすの運搬を行った。     
7777 日、日、日、日、福知山まつりへ福知山まつりへ福知山まつりへ福知山まつりへ     福知山お城まつりに、京都教会青年部から参加。福知山教会青年部と合流して、市民にまといを見てもらった。 11117777 日、日、日、日、京都明社新年会京都明社新年会京都明社新年会京都明社新年会     京都府明るい社会づくり運動連絡協議会は新年会を開催し、地区明社、構成団体の代表者ら 20 人が集った。     

14141414 日、日、日、日、ベトナム仏教会ごベトナム仏教会ごベトナム仏教会ごベトナム仏教会ご一行一行一行一行    京都へ京都へ京都へ京都へ     ベトナム仏教会の約 30 人の尼僧さんが京都教会を訪ねた。「日本人の親切さ、思いやりの心」に感謝の思いを述べた。     
 



２０１４年１月１日 ＲＲＲＲ    ＫＫＫＫ    ＫＫＫＫ    京京京京    都都都都    広広広広    報報報報    ３ ★★★★5555 月月月月のののの行事行事行事行事・・・・活動活動活動活動★★★★ ★★★★７７７７月月月月のののの行事行事行事行事・・・・活動活動活動活動★★★★ 11111111 日、日、日、日、比叡山春比叡山春比叡山春比叡山春季講座季講座季講座季講座     比叡山延暦寺会館で開催された「比叡山春季仏教講座」で、京都をはじめ近畿から数多くの会員が学んだ。            
14141414 日～日～日～日～16161616 日、日、日、日、祇園祭祇園祭祇園祭祇園祭        ゴミ分別回収ボランティアゴミ分別回収ボランティアゴミ分別回収ボランティアゴミ分別回収ボランティア     「美しい祗園祭をつくる会」の分別回収ボランティアに明社のメンバーがボランティアに参加。    15151515 日、日、日、日、盂蘭盆会盂蘭盆会盂蘭盆会盂蘭盆会     1 万 4千余名のお戒名読み上げ、先祖供養を執り行った。    11118888 日、日、日、日、庭野平和賞庭野平和賞庭野平和賞庭野平和賞    シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム     京都市国際交流会館において、京都シンポジウム2013 が開催された。第 30回庭野平和賞受賞者のグナール・スタルセット師の基調発題の後、パネルディスカッションが行なわれた。        

17171717 日、日、日、日、祇園祭曳き祇園祭曳き祇園祭曳き祇園祭曳き手手手手ＶＶＶＶ     青年部及び新宗連青年部としてボランティアに参加。橋弁慶山（はしべんけい）を曳いた。また沿道整備や補充要員などにも参加した。        22228888 日、日、日、日、少年少女フェステ少年少女フェステ少年少女フェステ少年少女フェスティバルィバルィバルィバル     大阪普門館において近畿支教区「少年少女フェスティバル」が開催された。各教会が舞台発表を行うとともに、教会ごとに思考を凝らしたゲームを実施した。        ★★★★8888 月月月月のののの行事行事行事行事・・・・活動活動活動活動★★★★        
19191919 日、日、日、日、青年の日青年の日青年の日青年の日    京都教会において「第２回『こころ ひとつに』フェスティバルｉｎ青年の日」が開催された。会員をはじめ地元の方々など約 500 人が集い、各支部が趣向を凝らした模擬店やバザーなどに、楽しい一日を過ごした。    15151515 日、日、日、日、戦争犠牲者慰霊・戦争犠牲者慰霊・戦争犠牲者慰霊・戦争犠牲者慰霊・    平和祈願の日平和祈願の日平和祈願の日平和祈願の日     本部・大聖堂をはじめ全国の教会で式典が行なわれた。京都教会では、献鶴の儀、気づき発表、原発事故後の報告があった。     

 

24242424 日、日、日、日、宗教連盟公開講座宗教連盟公開講座宗教連盟公開講座宗教連盟公開講座     日本ナザレン教団・上京教会において京都府宗教連盟主催の公開講座が開催された。    ★★★★６６６６月月月月のののの行事行事行事行事・・・・活動活動活動活動★★★★    2222 日、日、日、日、777791919191 枚を発送枚を発送枚を発送枚を発送     4 月 1 日から実施された「アフリカへ毛布をおくる運動」で収集された毛布は791 枚。本部に向けて発送された。            
20202020 日日日日～～～～23232323 日日日日、、、、ニコニコキニコニコキニコニコキニコニコキッズフェアッズフェアッズフェアッズフェア    夏休みを利用し小学生を対象に「ニコニコキッズフェア」が開催された。4 日間で40 人近くの子供たちが遊びに来てくれた。    

    
6666 日、日、日、日、新宗連京都・新宗連京都・新宗連京都・新宗連京都・    エコツアーを実施エコツアーを実施エコツアーを実施エコツアーを実施     新宗連・京都は「地球環境学習会」で淡路市の『メガソーラー事業』を見学した。    

21212121 日日日日～～～～25252525 日日日日、、、、戸津説法戸津説法戸津説法戸津説法    「天台座主」への登竜門とされる「戸津(とづ)説法」が滋賀県大津市下阪本の東南寺で行なわれ、京都教会からも 20名が拝聴した。            



４ ＲＲＲＲ    ＫＫＫＫ    ＫＫＫＫ    京京京京    都都都都    広広広広    報報報報    ２０１４年１月１日    ★★★★9999 月月月月のののの行事行事行事行事・・・・活動活動活動活動★★★★ ★★★★11111111 月月月月のののの行事行事行事行事・・・・活動活動活動活動★★★★ 1111 日、日、日、日、ゆめポッケゆめポッケゆめポッケゆめポッケ 234234234234 個を発送個を発送個を発送個を発送    10101010 日、日、日、日、脇祖さま報恩会脇祖さま報恩会脇祖さま報恩会脇祖さま報恩会    9999 日、日、日、日、祗園祭ボランティア祗園祭ボランティア祗園祭ボランティア祗園祭ボランティア 21212121    発足３０周年発足３０周年発足３０周年発足３０周年記念式典記念式典記念式典記念式典 八坂神社常磐新殿において「京都・祗園祭ボランティア 21 30 周年記念行事」が行われ、その 30 年の歩みをかみしめた。        
11114444 日、日、日、日、深草墓園深草墓園深草墓園深草墓園においてにおいてにおいてにおいて    秋季慰霊祭秋季慰霊祭秋季慰霊祭秋季慰霊祭    今秋の慰霊供養は本門法華宗大本山妙蓮寺が奉仕されました。同寺の松下猊下お導師のもと、厳かに慰霊供養が執り行われた。        15151515 日、日、日、日、開祖さま生誕会開祖さま生誕会開祖さま生誕会開祖さま生誕会     ひたすら法華経の広宣流布に邁進してきた庭野開祖の遺徳をかみしめ、新たな誓願を立てる。    

    
14141414 日、日、日、日、京都・滋賀京都・滋賀京都・滋賀京都・滋賀    合同議員交流会合同議員交流会合同議員交流会合同議員交流会 京都普門館において京都府・滋賀県の地方議員・元国会議員 16 名が参加して、合同議員交流会が開催された。    11115555 日、日、日、日、シルバーシルバーシルバーシルバー    フェスティバルフェスティバルフェスティバルフェスティバル 体育館で開催され、シルバーの方、お祝いをする方、約300 名が食事を取りながら楽しい時間を過ごした。        ★★★★10101010 月月月月のののの行事行事行事行事・・・・活動活動活動活動★★★★ 

 

 

 

22220000 日日日日～～～～22222222 日日日日、、、、    第９回ＷＣＲＰ世界大会第９回ＷＣＲＰ世界大会第９回ＷＣＲＰ世界大会第９回ＷＣＲＰ世界大会 世界宗教者平和会議（ＷＣＲＰ）第 9回世界大会がオーストリアのウィーンで「他者と共に生きる歓び」をテーマに開催され、90以上の WCRP各国委員会および地域委員会の代表、国際トラスティ・政府代表・国連等の国際機関、オブザーバーを含め約 700 人が参加した。    ★★★★12121212 月月月月のののの行事行事行事行事・・・・活動活動活動活動★★★★    1111 日、日、日、日、教会発足記念教会発足記念教会発足記念教会発足記念    2222 日、日、日、日、妙道会ご聖地を体感妙道会ご聖地を体感妙道会ご聖地を体感妙道会ご聖地を体感    新宗連京都府協議会で教団訪問が実施され、20 回目という節目にあたり、6 教団から 32名が参加し、「妙道会教団ご聖地」を訪問した。     4444 日、日、日、日、開祖さま入寂会開祖さま入寂会開祖さま入寂会開祖さま入寂会    13131313 日、日、日、日、日蓮聖人遠忌法要日蓮聖人遠忌法要日蓮聖人遠忌法要日蓮聖人遠忌法要        
3333 日、日、日、日、京都市生涯学習京都市生涯学習京都市生涯学習京都市生涯学習    市民フォーラム市民フォーラム市民フォーラム市民フォーラム    シルクホールにて 25 年度総会並びに設立 20 周年記念シンポジウムが開催された。    

    
11113333 日、日、日、日、かめおかかめおかかめおかかめおか    宗教懇話会宗教懇話会宗教懇話会宗教懇話会     かめおか宗教懇話会加盟教団の研修会が小幡神社（亀岡市曽我部町）で行われた。    8888 日、日、日、日、少年部少年部少年部少年部    クリスマスパーティークリスマスパーティークリスマスパーティークリスマスパーティー    体育館で楽器やダンス、バトンの発表を見て盛り上がった。         エコキャップエコキャップエコキャップエコキャップ回収運動回収運動回収運動回収運動     2013年 11月末現在、京都教会から累計で 456,620個のエコキャップを回収、送付出来ました。今年も1階トイレ前に回収ボックスを常設し、運動を継続します。ご協力お願いします。 

 渉外部からのメッセージ   明けましておめでとうございます。昨年１月号からメール配信を初め、カラーで読みやすいなどの反響を頂くことが出来ました。中にはカラープリンターで出力されている方、知り合いの方へデータを添付して転 送されている方等、私たちの知らないところでこの平安月報が独り歩きしているかもしれませんね。名に恥じないようスタッフ一同、今年も編集作業に取り組んでいきたいと思います。今年もよろしくお願いします。 
 



２０１４年１月１日 ＲＲＲＲ    ＫＫＫＫ    ＫＫＫＫ    京京京京    都都都都    広広広広    報報報報    特 １  世界宗教者平和会議（ＷＣＲＰ）第９回世界大会（ウイーン大会）に、京都教会から田中渉外部長代理、古田平和活動推進委員長、そして立命館大学生の影山さんの三人がしました。１２月１日号で田中部長代理の報告を掲載しました。今月は古田氏、影山さんの二人が１２月１日に教会で行った発表を以下にまとめました。 
～～～～ＷＣＲＰＷＣＲＰＷＣＲＰＷＣＲＰ９９９９    参加参加参加参加報告報告報告報告１１１１～～～～    古田雅章平和活動推進委員長 11月 18日夕刻、ジャパントラスティーズ（ＪＴ）の皆さまと合流しました。酒井教雄相談役、田中常隆代表、増田信俊事務局長さん達ＪＴメンバーの皆様が元気に現地入りされました。 空港からはバスに乗って会場であるヒルトン・ウィーン・スタッドパークホテルに移動しました。ウィーンにはヒルトンホテルが３つあり、黄金のモーツァルト像があるスタッドパークの北に位置するホテルが今回のWCRP９の会場であり、我々が宿泊するホテルでした。ホテルにつくと KAICIID の会議の真っただ中で、イスラム系の方々がたいへん盛り上がっていました。ホテル内の掲示にもKAICIIDの内容が多く、今回、彼らのパワーを改めて感じさせて頂きました。  KAICIIDとは「アブドッラー国王宗教・文化間対話のための国際センター」という組織で、簡単にいうとイスラム教組織のＷＣＲP のようなものです。大きく違うのは豊富な財源。今回WCRP９がウィーンで開催されたのも、このKAICIIDの本部がウィーンにあること、また予算の関係で KAICIIDの大会とタイミングを合わせたことなどが影響しています。本来であればWCRP の大会は 4～5 年に一度程度の間隔で開催されますが、様々な条件のもと本年になったこと、またウィーン開催になったことは我々も理解しておく必要があります。  部屋は増田さんと同屋で、11月 18日～21日までご一緒させて頂きました。私にとっては、WCRP９もさることながら、増田さんからお聞きしたお話がほんとうに貴重で、たくさん勉強させていただきました。増田さんは長年 WCRP に関わられていたので、第六回イタリア大会の話には感動しました。交渉による交渉を重ね、開祖さまとローマ法王をつなぐために長時間にわたるバチカンでのお話など、増田さんのような方がいらっしゃって、はじめて今のような大会が続けられていることを痛感しました。  11月 20日にいよいよ大会がはじまりました。  今回のテーマは、「他者と共に生きる歓び ―人間の尊厳を守り、地球市民らしく、幸せを分かち合うための行動」でした。 
  また、全体会議Ⅰでは会長先生もご登壇頂き、パネ 

ルディスカッションが開催されました。「他者」のとらえ方も宗教それぞれであり、たいへん興味深かったのですが、総じて他者の中に自分を見ているあたりが共通していました。  そして、参議院議員の白眞勲氏、藤田幸久氏、大島九州男氏も参加されており、親しく交流させて頂きました。さらに、在オーストリア大使である竹歳大使とも会うことができ、翌日には酒井相談役などが大使館を訪問しました。   酒井相談役の行動力については、改めて教えて頂きました。言葉が分からなくてもパッと一声をかけ、どんどん人の輪をつなげていく。道を歩いていても、電車に乗ってもパッと声をかける。一度、電車の中でオーケストラに関わっている青年に出会いましたが、そこから話が進んで東京ウインドオーケストラから我々が立正佼成会のメンバーである話まで進んだことがあります。  立正佼成会は海外ではたいへん有名であり、特に庭野日敬開祖の名前は広く世界の宗教者に知れ渡っています。今さらではありますが、開祖のお徳を深くかみしめることができました。   今回の参加にあたり、たいへん懸念していたことがあります。それは、この旅を終えて、参加することに満足し、参加した後何も残らない自分だったらどうしようという思いです。自分の中ではそれが心配でたまりませんでした。そんな危惧は不要でした。たくさんの課題や希望を持たせていただくことになりました。  まずは、次のＷＣＲＰに向けてもっと「語学力」「コミュニケーション力」をつけたいと思いました。今回の旅で、本会ローマセンター長の水藻さんにお会いしたのですが、彼のコミュニケーション能力はたいへん高く、どんな人種もＯＫ。世界で通用する布教者を目の当たりにして、非常に感銘を受けました。  それから、ＷＣＲＰという動きと、私がアームズダウン(軍縮の署名活動)からずっと思っている「世界連邦樹立の夢」との兼ね合いです。世界連邦はある意味、世界統一政府であり国の垣根を取り払うような意味合いがあります。それに対してＷＣＲＰは「宗教界の国連」と言った人があるように、この二つを重ねて考えることができました。 
 



特 ２ ＲＲＲＲ    ＫＫＫＫ    ＫＫＫＫ    京京京京    都都都都    広広広広    報報報報    ２０１４年１月１日 
～～～～ＷＣＲＰＷＣＲＰＷＣＲＰＷＣＲＰ９９９９    参加参加参加参加報告報告報告報告２２２２～～～～ 立命館大学生 影山優華  私は富士教会出身で、祖父母や両親や周りの人たちが佼成会を熱心にやっていて、生まれた時から佼成会の中で育ってきました。母はいつも、「優華は人の役に立つために生まれてきたんだよ」と話してくれ、周りの人たちがいつも人のために何かしようと行動している姿を見て、自分も同じようになりたいと考えるようになりました。  私が中学１年生の時に佼成会の平和学習で広島の原爆ドームや資料館に行き、戦争の恐ろしさや平和の大切さを学び、これからは世界平和のために貢献できる人間になろうと決心しました。  現在、大学３回生で、進路も決めなければという時期で、就職してどのような形で世界平和のお役に立てるのだろうと悩んでいたところ、第９回ＷＣＲＰ世界大会を聞き、ぜひ行きたいと思いました。世界中の宗教者たちが世界平和のために集まっている中で、どのようなことが話されるのか、この人たちはどのような考えでここに集まるのか、また私の進路の何だかのヒントが得られるのではないかと思い、参加をお願いさせて頂きました。これがＷＣＲＰに参加させて頂くことになったきっかけです。   ＷＣＲＰ世界大会のテーマは「Welcoming the Other（ウェルカミング・ジ・アザー）他者を歓迎することの歓び」というものでした。この他者とは何だろうと思い、ＷＣＲＰで配られたパンフレットには、それぞれの宗教で他者を歓迎するとはどのようにとらえられているのかが書かれていました。  仏教では「一乗」という教えがあり、「もし自分も他人も共に悟りの境地を得たならば、誰も他者という存在にはなれないことを理解するだろう。誰も外部者や外国人にはなれない、誰も他者として切り離されることはない」というふうに書かれていました。   私は仏教の教えで誰も他者にはならないのに、今回のテーマで「他者を歓迎する」と言うこと、どうやったら他者を歓迎出来るのだろうと少し疑問に思い、他者というのを仏教徒としてはどのようにとらえたらいいのでしょうかと尋ねてみました。  そこで頂いた答えは、例えばここにお肉があるとし、そのお肉を食べるといつの間にか自分のエネルギーになって自分となっていく。このように自分ではない様々なものがお互いに生かし合い、生かされ合っているというものだと教えて頂きました。   そしてこれが「空」の世界であって、私たちは今、 

現実世界で生きているので、私以外の周りにいる人たちはみんなが他者である。その他者を歓迎する、他者を大切にすることが大切であるととらえられます。ＷＣＲＰを通して、このことをどの宗教も共通して教えられているのだなということを学ばせて頂きました。   ＷＣＲＰ世界大会の会場では様々な宗教の指導者たちが手を取り合いながら世界平和のために協力しようと力強く宣言していました。私はその姿を見て何とも言えないほど感動しました。そして世界平和への鍵は何といっても他者を歓迎することだと改めて実感しました。  私はもともと祖母がＷＣＲＰに参加していることは知っていましたが、それまで特に気に留めることもありませんでした。しかし、ＷＣＲＰの勉強会で配られた紙を私が高校生だった時に祖母からもらい、書かれていたものが私にとってすごく重要だなって思ったので、大切に取っておきました。  それは酒井相談役さんが書かれたもので、開祖さまが病院にいらっしゃる時に酒井相談役さんに言われた言葉です。  「一つの宗教で世界中の人を幸せにしようと思ってはいけないぞ。世界中の宗教者の人々と手を取り合ってみんなを幸せにしてやってくれ」という言葉です。  私はこの言葉にとても感動し、涙が出そうになりました。世界には沢山の宗教がありますが、宗教が政治的に利用されて戦争になってしまったことも沢山あります。しかし、周りの人を大切にするという共通の教えがどの宗教にもあります。だからどの宗教の人たちも絶対に協力して世界平和を実現出来るんだというふうに感じました。   私がこのＷＣＲＰの大会に参加させて頂く中で、大きく２つのことを学ばせて頂きました。それは宗教の大切さと他宗教の人々と協力することの大切さです。宗教の指導者と会い、それぞれの国で布教されている方を見て、やはり宗教を持つことの大切さと宗教だからこそ出来る平和への貢献というものもあるのだなと改めて感じました。   今回、ＷＣＲＰに参加できたのはずっと佼成会を熱心にやってきた祖父母や両親のお陰だと思い、感謝しています。私はずっと恵まれた環境の中で育ってきて、沢山の優しさを学んできたので、これからは沢山勉強して、本当に世界の役に立てるように頑張っていきたいなと思います。  


